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１ー１ 概況 米の需要量の推移

〇 米の需要量は減少傾向にあり、直近では毎年約１０万トンずつ減少している。
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１－２ 概況 一人１年当たりの米の消費量 （㎏/精米）
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（年平均減少量）
▲2.2ｋｇ/年 ▲1.3ｋｇ/年 ▲0.8ｋｇ/年 ▲0.6ｋｇ/年

（昭和40年代） （昭和50年代） （昭和60～平成6年度） （平成7年～16年度）

▲0.6ｋｇ/年

（平成17年～26年度）

年 度 平成30
年度

令和元
年度

２年度 ３年度 ４年度

消費量 53.4 53.1 50.8 51.4 50.9

〇 米の消費量は一貫して減少傾向にあり、一人１年当たりの米消費量はピーク時から半減。

〇 国内で自給可能で総供給熱量の２割を占める米の消費拡大は、食料自給率向上を目指す上でも極めて重要。

〇 ごはんを１日にもうひと口食べることで、カロリーベース食料自給率が１％アップ。

昭和37年度

令和４年度

50.9

※農林水産省「食料需給表」。令和４年度は、概算値。
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（昭和37年度：118.3㎏ → 令和４年度：50.9㎏ ）

○ 米の一人当たり消費量は、食生活の変化等の影響もあり、令和４年度には50.9kgまで減少。

○ 米の消費拡大の施策として、米飯学校給食の推進・定着、あらゆる機会を捉えた情報発信、

「米と健康」に着目した情報発信、新たな需要の取り込み等を実施。

米の消費量変化の背景

２ 米の消費拡大 現状と施策の概要

米の消費拡大の施策例

◎ 世帯構造の変化と食の簡便化・外部化

◎ 米と健康に着目した情報発信

◎ 米飯学校給食の推進・定着

・シンポジウムや学術会議等の場で、
米の機能性など「米と健康」の情報を発信

・次世代の消費を担う子供達へ、ごはんを中心とした
「日本型食生活」の普及・定着のため米飯学校給食を推進

・家庭内炊飯割合低下、中外食比率が約３割に増加
・単身や2人世帯の増加に伴い、簡便化志向の増加
・簡便化志向を捉えた炊飯器や米飯商品群も出現

◎ 人口減少及び少子高齢化
・人口減少、高齢化等により1人当たり摂取熱量減少
（一人当たり摂取熱量：S41年 2,196kcal → R元年 1,903kcal ）

◎ 多面的な情報発信
・ホームページ、SNSやYouTube等を活用し
民間事業者等と連携し米食の魅力発信

・政府広報や他の行政施策と連携した情報発信
・展示会や刊行物での情報発信

◎ 米に対するイメージの変化
・「米は太る」等のイメージが増加

◎ 新たな需要の取り込み
・米粉やパックご飯の需要拡大に資する支援実施
・米を利用した新たな商品開発の支援
・注目される「おにぎり」の魅力発信

動画での情報発信

◎ 中高年層における米消費量の減少
・若年層より健康志向強い中高年層（50₋60代）で、
米食の頻度が減少

◎ 食の多様化
・肉料理が増加するなど、食の選択肢の多様化
・カロリーだけでなく糖質摂取も米由来比率が減少

◎ 食の外部化への対応
・産地と中食/外食事業者とのマッチング支援

一人当たり消費量の推移
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米の消費量変化の背景
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３－１ 米の消費量変化の背景 人口減少と少子高齢化

資料：総務省「国勢調査」及び「人口推計」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成24年１月推計）：出生中位・死亡中位
推計」（各年10月１日現在人口）、厚生労働省「人口動態統計」

〇 人口構造の変化は今後も進み、高齢化率が上昇するだけでなく、国内総人口は減少傾向
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３－２ 米の消費量変化の現状 食の多様化 （具体的メニューの回数変化）

昭
和
40
年
度

令
和
４
年
度

１日５杯 月１回 週２本 年３本 １日約300g １日約80g １日約80g

ごはん 牛肉料理 牛乳 植物油 野菜 果実 魚介類

１日２.３杯 月3.4回 週３本 年９本 １日約240g １日約90g １日約60g
自給可能

（１食150g） （牛乳びん） （1.5kgボトル）（１杯60g精白米）

資料：農林水産省「食料需給表」

〇 国民１人当たりの食事内容の変化をみると、昭和４０年度に比べ、令和４年度には牛肉料理や植物油

の消費が大きく増加している一方、ごはんは１日５杯程食べていたものが、１日２.３杯程まで減少。

http://www.dex.ne.jp/mantan/search/std2_search_preview.jhtml?start=8&lastServiceTime=1078481915891&number=1
http://www.dex.ne.jp/mantan/search/std2_search_preview.jhtml?start=8&lastServiceTime=1078481915891&number=1
http://www.dex.ne.jp/mantan/search/std2_search_preview.jhtml?start=8&lastServiceTime=1078481915891&number=1
http://www.dex.ne.jp/mantan/search/std2_search_preview.jhtml?start=12&lastServiceTime=1078487050078&number=1
http://www.dex.ne.jp/mantan/search/std2_search_preview.jhtml?start=8&lastServiceTime=1078481915891&number=1
http://www.dex.ne.jp/mantan/search/std2_search_preview.jhtml?start=8&lastServiceTime=1078481915891&number=1
http://www.dex.ne.jp/mantan/search/std2_search_preview.jhtml?start=8&lastServiceTime=1078481915891&number=1
http://www.dex.ne.jp/mantan/search/std2_search_preview.jhtml?start=8&lastServiceTime=1078481915891&number=1
http://www.dex.ne.jp/mantan/search/std2_search_preview.jhtml?start=8&lastServiceTime=1078481915891&number=1
http://www.dex.ne.jp/mantan/search/std2_search_preview.jhtml?start=8&lastServiceTime=1078481915891&number=1
http://www.dex.ne.jp/mantan/search/std2_search_preview.jhtml?start=8&lastServiceTime=1078481915891&number=1
http://www.dex.ne.jp/mantan/search/std2_search_preview.jhtml?start=8&lastServiceTime=1078481915891&number=1
http://www.dex.ne.jp/mantan/search/std2_search_preview.jhtml?start=8&lastServiceTime=1078481915891&number=1
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３－２ 米の消費量変化の背景 食の多様化 （カロリー摂取源、炭水化物摂取源の変化）

炭水化物摂取源の変化カロリー摂取源の変化

〇 カロリーの摂取については、米の摂取量が減少する一方で畜産物・油脂類の摂取が増加。

〇 炭水化物の摂取量は減少傾向であり、その中でも米による摂取割合も減少傾向。
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その他

資料：食糧需給表
 注：令和元年度以降の値は、日本食品標準成分表2020年版（八訂）を参照しているが、単位熱量

 の算定方法が大幅に改訂されているため、それ以前と比較する場合は留意されたい。
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出典：厚生労働省「国民健康栄養調査」を基に、農林水産省農産局穀物課において試算。
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３－３ 米の消費量変化の背景 世帯構造の変化と食の簡便化、外部化

資料：米の消費動向調査 令和４年度の平均

(米穀安定供給確保支援機構調べ）

31.3％

中食・外食
での消費

68.6%

19.8%

11.5%

主食用米の消費内訳

〇 単身世帯、２人世帯が増えたことで、家庭内の炊飯機会が減少し、食が簡便化。

〇 中食・外食への支出額が増加する中、米の消費についても中食・外食での消費が約３割まで増加。

資料：国立社会保障・人口問題研究所
「家族類型別世帯数および割合」
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３－４ 米の消費量変化の背景 米に対するイメージ（健康に関連するイメージ、情報ニーズ）

○ この２０年間で、お米について、「健康」イメージは減少し、「太る」イメージが増加。

○ 「栄養・健康」に関する情報発信は、米の消費量増加に繋がり得る。

出典： 内閣府 「食料・農業・農村の役割に関する世論調査」（平成８年９月）
農林水産省「米の消費動向に関する調査」 （令和２年３月）

出典：農林水産省「米の消費動向に関する調査」（令和２年３月）

栄養・健康に関する情報のニーズこの２０年間でのイメージ変化
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米を食べると太る、と思うか？

そう思う どちらともいえない わからない

そうは思わない
６８％

３９％
そうは思わない

２０％
そう思う

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H８

(1996)

R２

(2020)

米は健康に良い、と思うか？

そうは思わない どちらともいえない わからない

そう思う
１８％

そう思う
８２％

６１％
そう思う
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23.3%

40.1%

26.2%

20.5%

21.3%

14.1%

40.9%

38.8%

43.8%

44.6%

36.0%

40.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

20代

30代

40代

50代

60代

ほとんど毎食 1日2食程度 1日1食程度 週に何度か ほとんど食べない

○ ごはん（米食）頻度は、年齢層が上がると低くなっていく傾向があり、

 中高年層（５０～６０代）では、１日１食以下しか食べない方々が４割以上。

〇 年齢階層別推移においても、中高年層の米消費は減少傾向。

出典：農林水産省 「食生活及び農林漁業体験に関する調査（令和元年度）」
注）年代別の割合は、令和元年度「食生活及び農林漁業体験に関する調査」を基に算出

３－５ 米の消費量変化の背景 中高年層における米消費量の減少

年齢層別の違い（ご飯を食べる頻度）

1日1食以下 45.9％

1日1食以下 42.7％

年齢層別の年別推移（米類の摂取量）

出典：「米食の変容と展望 ２０００年以降の消費分析から」
筑波書房 ２０２１年３月出版 著者：青柳 斉 氏
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米の消費拡大の施策例
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４－１ 米飯学校給食の推進・定着

和食給食の普及・推進

政府備蓄米の無償交付

米飯学校給食を増加させる場合に、回数の対前年度純
増分を対象に政府備蓄米を無償交付。

農林水産省の取組

農林水産省は、米飯を含む和食給食を普及・推進する
こととし、和食献立開発やセミナー開催、食育授業の実
施等を支援。

米飯給食の着実な実施に向けた取組
（令和４年度食育白書令和５年６月６日公表）（抜粋）

米飯給食は、子供が伝統的な食生活の根幹である米飯に関する望まし
い食習慣を身に付けることや、地域の食文化を通じて郷土への関心を深
めることなどの教育的意義を持つものです。令和3（2021）年度には、完全
給食を実施している学校の100％に当たる29,214校で米飯給食が実施さ
れており、約922万人が米飯給食を食べています。また、週当たりの米飯
給食の回数は3.5回となっています。
農林水産省では、次世代の米消費の主体となる子供たちに、米飯を中

心とした「日本型食生活」を受け継いでもらうため、米飯給食のより一層の
推進を図っています。令和4（2022）年度は、前年度に引き続き米飯給食
の拡大に向けた取組への支援として、各学校が米飯給食の実施回数を
増加させる場合に、政府備蓄米の無償交付を実施しました。

米飯学校給食の回数推移

注：米粉パン・麺は含まない。

出典：米飯給食実施状況調査（文部科学省）

米飯給食の着実な実施に向けた取組
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令和３年度
３．５回／週

〇 米飯学校給食は、次世代の米消費の主体となる子供たちに、「日本型食生活」を受け継いでもらうた

めにも重要。

〇 和食給食を普及・推進する食育授業等の実施支援や政府備蓄米の無償交付制度等を運用。
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